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若
千名
 

減
税
審
議
委
員
会
委
属
 

常
議
員
、
金
融
委
員
長
）
佐
A木
啓
一
一

襲

（代
表
 
（

商
工
会議
所
常議
員
、
労
豊

員
長
 

Lワ
i
、こ
b
~
I
一
市
福
祉
事
務
所
で
は
、
さ
る
十
二
月
一
寺
町
、
岩
木
町
 
玉

o
〇
円
中
三
職
員
 
三
四

ニ
ニ
円

り

月
左

右
，

月

日
か
ら
才
末
李

け
あ
い運
動
を実
施
警
 
察
 
署
 
二

8
o
円
五
所
川
原
ロ

ー
タ
リ

ー
ク
ラ
プ
 

合
が

誕
生
さ

る
 

安
藤
 
隆
雄
 
一

〇
O
〇
円
 

)
  労

働
団
体
 
角
田昭
三
（西
北
地
区
労

事
務
局
長）
石
岡
幸
】郎

（
社
会
党五

所
川
原
支
部
長
）
 

農
民
団体
 
手
上
光男
（
七和
農
協
組
 

A晃
（）
工
藤
啓三
（
松
島
第
一
農
協専

務
理
事）
成
田
久
男
（
長柵
溜
池
ま

区
理
事
長
）
 

z
J
J
 

一
渓
mm一
暗
栄「
 

平
 
和
 
町
 

一
。
。O
円
ー
ョ
 

，
 

柳
町
 
高
橋
美
穂子
 
一
四
四
一
再
一
梅
沢
婦
人
会
 

市
福
祉
事
務
所
で
は
、三
十
七
年
度
の
な
い
かた
で
、ま
た
資か
く
取
得届
を

五
所
川
原
、
「
辱
、飯
詰
の
各
市
立
保
出
して
い
な
い
かた
は
至
急届
出
を
し

育
所
の
入
所
児
童の
申
込
み
を
二
十
一
 
ニ

：
ニ
二
ープ
：
一．
ミ
：
ニ

日
か
ら二
月
二
十日
ま
で
お
こ
な
いま
 

す
。
該
当
児童
は
滴
一才
以
上
、
学
令
 

，
序
口口
剖
川
」「
1

一
1
 

ま
え
ま
で
の
児童
で
す
。
 

」
ユ4
 
ー
モ
ー
ー
 
‘
 

甲
込
み
場所
は
市福
祉
事
務
所
、
飯
詰
 

三
好
各
舌所
お
ょ
び
五所
川
原
、「
辱
 

飯
詰
の
各
保
育
所
。
 

な
お
申
込
み用
紙
は申
込
み
場所
に
あ
 

?
E
r
o
 

湊
地
区
に
建
設
中
の
公
営
住
宅
．
第
一
 

r
ョ
。づ
 

ー
ー

ー
ー
 

J
'
 

園
児
募
集
を
開
始
 

臓
団批
百
戸
完

成
・
し
ま
し

た

入
居
者
も
抽
銭
決
定
 

一r
、
 一
一
首
 
イ
新制
中
学校
卒
業
以上
の
者
 

昭
和
三
」
山
】年三
月
五
日
 

古
本
 
二
箱
 
一寺
『
F己
キ
z，
→

一
‘ニ
．
 

,
，
三
ー
ョ
きニ
j
う
E
 

玩
具
、
キ
ヤ
ー
フ
メ
ル
 
（

昭
和
一干
七
年
一
月
卒
業
見
込⑥
願
書
提
出
先
 

ー
ノ
ー・
 
一5
、
 
の
者
を

含
む
）
 

五
所
川
原
市布
屋
町
四
一
 

」
ん」
一
頭
口
乾
郵
身体強
健
な
方
五
所
彰
彰
難
認
 

」
受

験
手
続
提
出書
類
 

附
属
準骨
護
学院
 

‘
 
イ
入
学

願
書
（
本
学院
所
定
のも
の
⑦
“賞
期
日
 

て
く
だ
さ
い
．も
し
届
出
を
し
な
け
れ
才
に
達
した
方
で
公的
年
金
、
厚
生
年

ぱ
す
ぺ
‘
の
恩
恵
を
う
け
る
こ
と
が
で
 
金
制
度
の
あ
ると
こ
ろ
に勤
め
て
いる

き
ま
せ
ん
。
 

以
外
の
か
た
は
国民
年
金
賢
か
く
取得

昭
和
三
十
大年
四
月
一
百か
ら
講
二
十
届
を
市
授
所
に
提
出
して
く
だ
さ
い
。
 

種
、
第
一
価簡
易
耐
火
構
造
（
プロ
ツ
 

禦
細
鷲
生
徒
募
集
要
項
 

ね
が
い
ま
す
。
 

柏
 
原
 
町
 
二
。
〇
。

円
 

減
税
審
議
委
員
会
結
成
 

"
,

"
'

,
'
,
'
,

'
,

'
,
"
'

,
‘
，
ー
“

'
,
.
"

‘
 

下
平
井
町
 
一

O
（×
）円
 

四
「
馴
 
菊
池

清

助
氏

選
任
 

五
所川
原「
辱
飯
詰
各
保
育
所
 

こ
の
ほ
ど感
謝
状
と
記
念品
を
噌
り

し
た
。
 

に

い
 毎
年
お
こ
な
わ
 

れ
る
農
業
基本

査

さ
 

調
査
は
、

こ
と
 

し
も
二
月
一
日

を
期
して
市
内

四
O
O戸
の
農

家
を
対
象
に
お

こ
な
わ
れ
ます

こ
の
関
査
の特

徴
を
申
し
あ
げ

ま
す
と
ご
承
知

の
よ
っに
農
業

基
本
法
の
制
定
 

に
伴
い
、
日
木
農
業の
構
造が
大
き
く

改
革
さ
れよ
う
と
して
お
りま
す
の
で

こ
の
調斉
を
機
会
に地
域
農
業
の
現況

多
知
る
た
め
農
業
世
帯員
の
動
向
、経

営
耕
地
面
欄
、
家
斎
、農
機
具
等
を
中

心
に
調
査
する
仕
組
に
な
つ
てお
り
ま

す
。
 

要
な
役
割
をも
つ
てい
る
こと
を
ど
承

知
く
た
さ
れ
て
、こ
の
調
査
に
ご協
力
 

"
?E
的
」A
騒
碑
（
 

縛

り
 
を
吐Y
 母

“
 

長
 

会
 

油
 

菊
 

市
で
は
三
十
七年
度
の
市
税の
減
税
を

実
施
す
る
こと
に
な
りま
し
た
。
 

こ
れ
は
市
民の
み
な
さ
ん
の
負担
を
い

く
ら
か
で
も
軽
減
しよ
う
とす
る
も
の

で
あ
り
、
総
額
で
一
千万
円
を
見込
ん

で
お
り
ま
す
。
 

具
体
的
な
減
税方
法
に
つ
いて
は
税
務

課
で
検酎
中
で
あ
りま
す
が
、、
こ
の
ほ

ど
減
税
審
議委
員
会
を組
織
し
、市
の

各
界
の代
表
の
方
A
に
委
員
か萎
嘱
し

て
、
減
税
に
つい
て
の意
見
をき
い
て

万
全
を
期
す
こと
に
な
J
ま
し
た
。
 

な
お
委
員
会
は
さ
る十
三
日
、市
役
所

会
議
室
で
開
き
、委
員
長
に
菊
池
清
助

氏
、
副
委
員
長
に
は平
山
武
太郎
氏
を

す
い
選
し
ま
し
た
。
 

君
人
の
希
望の
門
出を
祝
う
成
人
式
は

一
月
十
五
日五
農
高
体
育
館で
ひ
らか

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
成
人
と
な
つた
市
内
九O
四

名
（
男
四
四O
名
、
女
四
大
四名
）
の

力
強
い若
人
の
希
望
にみ
ち
た
まな
ざ
 
 

松
本
与
三
郎
（議
長
）
秋元
久
古
（
副

議
長
〕
中
野
修
三
（
議
国
）
 

学
識
経
験者
 

菊
池
済
助
（
市固
定
資
産評
価
審
査
委

員
）
（
々
木直

（県
税
直
税
課長
）
中

道
一
露
（
税理
士
）
工
藤
義
清
口
元
市

議
、
農
業
）平
山
武
太郎
（
元
市議
、
 

農
業
）
 

一
般
市
民
代
表
 

商
工
団
休
 
飛島
孝
英
（
商
工会
議
所
 

貯
蓄
組
 

飯
詰
曙
町
に
こ
のほ
ど
婦人
だ
け
の
納

税
貯
落
組
合
か誕
生
しま
し
た
。
 

こ
の
組
合
は同
町
の
近
藤
七
郎
さ
ん
が

世
話
人
とな
つ
て
、
昨
年
十
一
月
に
設

立
さ
れ
、
組
合
長
の
今あ
ね
さ
んを
中

心
に
一
干五
名
の
組
合飼
が
力
を合
せ
 

し
が
A易
を
埋
め
つ
く
した
．
 

式
は
午
前
十
時
、中
央
公
民
館
長
の
挨

拶
に
は
じ
ま
り
、山
内
市長
の
祝辞
、
 

参
列
成
人
を
代
表
して
、
中
村
友
一
（
 

飯
詰
）
渋
谷
昌
子
（
中
川
）
の
》」
辞
、
 

県
教
育庁
指
導課
長
市田
正
治氏
の
講
 

国
民

年
金
の
納

め
る
日
で

す
 

一
月
は
国民
年
金
保
険
料
の
お
さ
め
る

日
で
す
．
＋
、
十
一
、十
一万
分
は
一

月
」
十
一
日
ま
でお
さ
め
て
くだ
さ
い

な
お
四
月
か
ら
九
月
分
ま
で
の保
険
料

を
ま
だ
おさ
め
てな
い
か
た
はい
そ
い

で
お
さ
め
て
く
だ
さ
い
。
 

保
険
料
を
お
さ
めな
い
た
め
に
母
子
年

金
等
を
受給
で
き
な
い
か
た
もお
り
ま
 

ま
た
保
険料
は
一
年
分以
上
もま
と
拍

て
お
さ
め
ると
割
引
き
に
な
り
ま
す
。
 

も
し
保
険
料を
お
さ
め
る
こと
の
で
き

な
い
人
は
市
役
所
民
ルー
 
国民
年
金係

ま
で
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 
 

ク
）
住
宅お
よ
び第
二
神
木
造
平
家
建

住
宅
の工
事
を
す
す
め
て
き
た
が
、こ

の
ほ
ど
三
十
大
年
度
建
設
計
画分
の
百

戸
が
完
成
しま
し
た
。
 

住
宅
の構
導
」第
一
種
が
大丁
、
四
丁

半
、
四
丁
、物
置
、
〈
品
、玄
関
、
便

所
、
第
ニ
種
は
大丁
、
四
丁
半
、
物
置

台
所
、
玄
関
、
便
所
が
そ
れぞ
れ
つい

て
い
る
。
 

今
回
の
念
希
望
者
は
第
一種
が
大
十

一
名
、堕

麗
が
八
十
一名
あ
り
、
こ

の
入
居
抽
せ
ん会
を
ハ
日
、市
役
所
会

鵬
室
で
お
こ
な
い第
】
響
一十
戸
、第

一
一
種
一
王Pの
入
居
者
を
氏定
し
ま
し

た
。
な
お
の
こ
り六
十
戸
の
」比
宅は
不

良
住
宅
（
更
生
街）
と
り
こわ
し
の
た

め
優
先
入
居
しま
す
。
 

入
居
者氏
名
は
つぎ
の
とお
り
（番
号

は
住
宅
番
号
、カ
ッ
コ内
は
動
務
先）
 

O
第
一
種
入
居
者
 2
9
野
呂
常
雄
（
柏

中
学
校
）
、3
0
坂
本
伍
良
（マ
ル
千
ン
 

K
K）
、れ
今
勝
司
（製
氷
K
K）
、
 

3
2
前
田
慶
治
（
東北
電
力
）
、
3
3稲実

兼
次
郎
（自
営
）
、3
4
阿
部
次
郎
（七

和
高
校
）
、
3
5
柿
崎
円
三
（
西
北験
発
 
 

舎
に
入舎
し
、希
望
者に
こ
の
間
 

の
食
費
を
貸与
す
る
．
 

男
子
は
通
学と
す
、
 

ロ
委
託
生
は
委
託
先
に
お
い
て
授業

料
、
そ
の
他
一
切
負
担
 

ハ
実
習用
被
服
は
貸与
す
る
。
 

＠
卒
業
後の
資
かく
 

イ
準
羽
喪婦
の
受
験
資
かく
が
得
ら

れ
合
か
く
す
れば
準
肴
謎
婦の
賢

か
く
が得
ら
れる
。
 

嘉
讐

甥
蕊
誰
当
学
院
 

市
立
西
北
中
央
摺
院
附
属
準看
護
学院
 

完
成
し

た
市
 

立
体
育

道
場
 

市
の
体
育
施
設
と
し
て
、
い
ま
ま
で
公
 

民
舘
と
な
りに
あ
つた
市
立体
育
道
場
 

が
昨
年
春
、肴
護
婦宿
舎
建
設
の
た
め
 

訓
練
所
）
、3
6
原
田
清
（
プラ
ザ
ー
ミ！

シ
ン
）
、
3
7
前
田
誠
（県
税
事
務
所
）
《
 

駅
馬
宮
守
（専
売
公
社）
、
3
9
対
馬
瞳
一
 

（家
政
学
院
）
、4
0三上
」《
雄
（
丑中
 

）
、
4
1
田
沢
翁
（
家
政
学
院
）
、娼
成

田
正
太
郎
（金
正
堂時
計
店
）
、
4
3
渋

谷
智
（
市役
所
）
、4
4
今
羊
尋
男
（日

通
）
、
4
5
平
川
亮
司
（栄
中
学校
）
、
 

鷲
原
健
一
（
山宜
魚
店
）
、4
7
片
山
健

一
（
大平
庄
宅
K
K）
、
”
樹
野
惰
子
 

（南
小
学校
）
.
 

O
第
一
願
入
居
者
 1
1
7中
野
武
一
 

（愛
知
県
株木
韓
設
）
、1
1
8荒
谷

久
（
日
通
）
、1
2
3岩
崎
喜
代
繁
（
 

弘
南
パ
ス）
、
1
24
花
田
隆
一
（南

小
学
校
）
、1
2
5毛内
一
覇
（
日
通
 

）
、
1
26
坂
田
春
雄
（
ガス
会
社
）
 

1
27
比
内
資
（
西北
信用
金
庫
）
、
 

I
2
8
七
戸
忠
勝
（
誓
察
署
）
、1
2
 

9
渋
谷
幽
蔵
（
工藤
工
務
所
）
、1
3
 

0
小
林
弘朋

（
森田
育
成
小学
校
）
、
 

1
3
1岩川
実
（
津軽
運
送
K
K）
、
 

1
3
2黒
滝
幸
治
〈
沖
販
詰
小
学
校）
 

1
3
3工
藤
四郎
（
行商
）
、1
34
 

戸
村
信
夫
（
小田
七
組
）
、
1
3
5鈴

木
幸
夫
（
増
田
病院
）
、
1
3
6
工
藤

稔
（
プ
リ
ジス
ト
ン
K
K
）
、
1
3
7
 

加
藤
隆
次
（
電
報
電話
局
）
、
1
38
 

笹
森
治
（
笹森
建
設
）
、1
3
9八
木

協
溝
（
北
斗毎
日
）
、
1
40
横
山
金

弥
（
自
営
）
。
 

相
談
所
は
 

飯
詰
婦人
会
 

一
（×
）
(）円
 

「M
外
士
口
一
」ョ
用
 

，負
”
」」
p
,
t・女
 
人
だ

け

の
 

て
こ
の
ほ
ど
税
金の
過
年
度
、
現
年
度

を
令
蔀年
内
に
完
納
し
たも
の
．
 

ま
た
同地
区
の
未
加
入
組
A員
も
こ
れ

に
協
力
し
、年
内
部
落
完納
も
して
お

り
ま
す
。
 

つ
。
 

こ
と
し
九
〇
四
名
が
成
人
 

式
も
 
お
 
ご
 

そ
 
か
 
に
執
行
 

耀
薙
議
騒
雄
『
に

い
 

「繋
藤
難
籍
労
「
査
さ
 

と
し
て昨
裳
褒
章
を授
与
され
ま
した
 

蕪
「難
萩
が
 

市
鱗鱗
難
蕪
鵬
 

知
く
た
さ
れ
て
、こ
の
調
査
にご
協
力
 
市
福
祉
事
務所
む
か
え
元
公益
質
屋
安
藤
 
隆
雄
 
一
〇

O
O円

市
福
祉
事
務所
む
か
え
元
公益
質
屋
 

"
 

 

雫

×
 
「
』
 

元
 
町
 
一

〇
O
O巴
 

面
の
あ
と
、
五
中
プラ
ス
パ
ン
ド
、楽
五
人
家
族
で
年
間所
得
が
十
五万
円
程

団
ブ
ルー
リ
ポ
ンの
演
奏
に
魅
了さ
れ
度
で
あ
れ
ぱ
保
険
料は
免
除に
な
りま

な
ご
やか
な
雰
囲
気
の
う
ちに
終
り
ま
す
。
資
格
取
得
届
に
つい
て
は
昭
和三

し
た
。
 

十
大
年
四月
一
日に
お
い
て
満
二
十才
 

か
ら
満
五
十
才
に
達
し
て
お
り当
然
こ
 

の
国
民
年
金
に
加入
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

)，
 

昭
和
三
十
七
年三
月
十
五
、十
大
日
取

9
U
わ
さ
れ
、
長
い
間
、
柔
道
、
剣
 

ロ
戸
籍
抄
本
 
⑧

試
験
科目
 
道
の

愛
好
者に
不
自
由
を
か
け
て
いた
 

ハ
卒
業
証
明書
又
は
卒
業
見込
証
明
 
イ
学
科
藤
（
国
語
、
数
学
、作
文
が
こ
の
ほ
F抑
町
五
小
校
跡地
に
完成
 

書
 

一般
社
会）
 

関
係
者
か
らよ
ろ
こ
ば
れ
て
い
る
．
 

ニ
写
真
（堪
請
山
前
大
力
月
以
内に
撮
 
口
身体
検
査
 
同
道

場
は
一
大
五
皿止
不
（
五〇坪
）
予

影
し
た
名
刺
型
）
・
 
⑨
在
学
中
の
条
件
 
算

五
九
万
円
で
建
設
、材
料
は
毘
沙門

ホ
在
常
の
内
申
嘗
を出
身
学
校
長
 
イ
予
紺慧
終

了
後
、女
子
は
寄宿
小
学
校
の
解体
材
を利
用
し
て
い
る
・
 

】
●
 
●
 
【
】
 ●
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●
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．
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．
！
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．
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．
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●
●
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●
●
●
●
一
・
 

よ
り
哲
学
院
あ
て
送
付の
こ
と
。
 

へ
受験
料
百
円
事廟
書
提
出
と同
時

に
納
入
の
こ
と
。
 

⑤
願
m
締
切
期
日
 

‘
ー

ー
 
一
 

？、
、
ー

J
 

「
 
叫
（
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と
な
る
の
で
な
ん
だ
か
こ
わい
よ
う
な
一
生活
が
良
く
な
ら
な
い
。
モ
こ
で
こ
れ

気
が
し
ま
す
c
 

．
 ら
は
企
業
的
な
も
の
に
か
え
て
い
か

司
会
 
成
人
と
な
り
ま
すと
自
分
の
 な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
勉
強
し
て
い
る

行
な
い
に
対
し
て
責
任
を
もた
な
け
れ
 
司
会
 
た
し
か
に
廃
業
は
曲
が
り
角

ぱ
な
ら
な
い
。
お
動
め
に
な
つ
て
い
てに
来
た
、
そ
こ
で
政
府
は
農
業
基
本
法

も
豪
で
お
手
伝
い
し
て
い
ても
今
ま
で
を
制
定
し
た
わ
け
で
す
が
、
市
で
も
農

と
違
い
自
分
の
行
勘に
対
し
て
賢
任
を
村
振
興
に
力
を
入
れ
農
家
の
所
得
の
増

と
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
か
、覚
悟
加
を
は
か
る
べ
く
、
有
畜
農
業
を
進
め

は
で
き
てい
ま
す
か
。
 

て
い
ま
す
．当
市
は
南
部
地
万
と
違
い

荒
関
 
い
つ
まで
も
学
生
で
は
ない

大
家
畜
の
導
入
は
で
き
な
い
が
、中
小

と
い
う
気
持
ち
に
な
つ
てお
り
ま
す
。
家
畜
の
飼
鶴
で
所
得
の
増
加
を
は
か
る
 

一
 

市
 
側
 

出
 
席
 
者
 
一
 

（
 
五
所
川
原
市
長
 山
 
内
 
久三
郎
 

『
 

、
、
f
~
j
ー
、
，、
？
、
くi
I
.
j‘
、
、
．
、
．一
、
 
ノ
、
、一
、‘
、
くi
り
 

業
に
た
ずさ
わ
つ
て
い
る
人
ば
ど
う
お

考
え
で
す
か
。
 

中
村
（友
）
 
飯
詰地
区
は
松
島
地

区
等
と
違い
耕
作
面
積が
少
な
い
の
で

他
地
区
に
比
べ
て
生
活
は
あ
ま
り
よ
く

な
い
。
し
た
が
つ
て
田
稼
ぎ
も
多
く
農

業
は
お
く
れ
て
い
る
。そ
こ
で
こ
れ
か

ら
は
養
鶏
、養
豚
を
取
り
入
れ
て
生
活

を
安
定
さ
せ
よ
う
と
部
落
民
の
間
で
話

し
合
い
が
進
ん
で
い
る
。
 

橘
 
私
た
ち
は
学
校
で
先
生
か
ら
農

業
は
曲
が
り角
に
来
て
い
る
な
ど
A
j
s
 

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
農
基

法
と
か
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
豊
国
で
も

と
り
あ
げ
て
ま
だ
ま
だ
麗
ず

る
か
ら

卒
業
し
た
ム】自
分
か
ら
進
ん
で
何
ん
で

も
す
る
よ
う
に
い
わ
れ
こ
い
ま
す
。
 

司
会
 
二
、
「
勇
の
方
は
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
し
よ
う
か
。
 

藤
森
 
二
男
で
す
が
村
に
の
こ
つ
て

農
業
を
し
て
行
く
つ
も
り
で
す
。
 

小
野
 
家
の
農
業
形
態
は
二
男
で
あ

る
私
が
い
て
も
で
き
る
状
想
で
す
か
ら

農
業
に
専
従す
る
。
 

長
内
 
二
男
で
い
ま
は
農
業
を
や
つ

て
い
ま
す
が
、将
来
は
海
外
に
で
て
展

業
を
や
つ
てみ
た
い
と
移
住
を
申
請
し

て
い
ま
す
。
 

司
会
 
最
近
農
村
で
困
つ
て
い
る
こ

と
は
出
稼
ぎ
が
多く
農
村
に
人
手
が
な
 
 

い
こ
と
で
す
が
、こ
れ
に
つ
い
て
あ
な

た
が
た
の
家
で
お
話
し
台
い
を
し
て
い

ま
す
か
。
 

荒
関
 
や
は
0
長
密
の
ほ
う
で
も
出

稼
者
が
お
お
く
展
繁
期
に
は
人
手
ぷ
そ

く
で
す
。私
の
家
で
も
り
ん
ご
園
を
経

営
し
て
い
る
が
、
ふ
く
ろ
掛
け
な
ど
に

な
り
ま
す
と
人
手
ぶ
そ
く
の
た
め
何
日

も
撫
校
を
休
ま
せ
ら
れ
る
。
出
稼
ぎ
は

農
業
が
き
ら
い
で
行
く
の
で
は
な
く
耕

作
面
積
が
す
く
な
い
た
め
の
告
宿
難
か
 

司
会
 
農
村
青
年
を
農
村
に
と
め
て

お
く
お
考え
を
市
長
さ
ん
ー
つ
。
 

市
長
 
今
日
、
成
人
と
な
ら
れ
る
か

た
が
た
と
市政
そ
の
ほ
か
の
こ
と
に
つ

い
て
懇
談
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
非
常
に
うれ
し
い
。
 

み
な
さ
ん
が
成
人
と
な
ら
れ
る
こ
と
は

あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
大
き
な
責
任
が

も
た
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
は
選
挙
権
、つ
ま
り
国
政
に

た
い
す
る
発
言
権
を
も
つ
こ
と
で
す
が

社
会
的
に
大
き
な
資
任
が
も
た
れ
る
と

同
時
に
、
い
ま
ま
で
父
母
、
兄
姉
に
た

よ
り
自
活
力
は
と
ぼ
し
く
て
も
よ
か
つ

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
あ
か
る
い
社
会
、
 

あ
か
る
い
家
庭
を
つ
く
る
た
め
に
自
活

力
が
必
要
と
な
つ
て
く
る
。
 

五
所
川
原
の
市
政
は
ー
に
も
二
に
も
田

園
都
市
の
形
態
に
あ
る
．
し
た
が
つ
て

市
政
の
面
で
ど
っ
す
れ
ば
農
家
の
み
な
 

、
ん
に
よ
い
の
か
で
あ
る
。
 

さ
い
き
ん国
民
の
告
盾
が
向
上
す
る
と

同
時
に
食生
活
も
肉
食
、卵
食
に
か
わ

つ
て
き
た
の
で
当
市
の展
業
タ
振
興
し

て
行
く
た
めに
は
、
現
在
の
農
業
に
畜

産
を
と
り
い
れ
た
有
畜
農
業
で
ある
と

か
ん
が
え
、
と
り
あ
げ
た
の
が
一
番
当

市
の
立
地
条
件
に
適
し
て
い
る
豚
、
鶏

で
あ
る
。
そ
こ
で
モ
れ
を
市
の
施
策
と

し
て
積
極
的
に
お
し
す
す
め
て
い
る
．
 
 

出
稼
ぎ
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
ま
の出

稼
ぎ
の
状
況
は
家
が
い
そ
が
し
い
ん
が

け
れ
ど
も
妥
易
な
気
持
ち
で
出
で
い
る

人
も
大
分
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
．
 

で
す
か
ら
こ
れ
加
らの
わ
れ
わ
れ
の
生

活
と
い
・
つ
もの
は
で
き
る
だ
け
同
じ村

で
自
活
し
て地
『
お
精
展
の
た
め
易
カ

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
わ
れ
わ
れ
も
市

政
の
面
で
解
決
で
音
る
も
の
は
男
カす

る
．
ま
た
こ
ん
ご
農
業
は
企
業
化
さ
れ

る
け
れ
ど
も
、十
億
円
の
大
会
社
の
社

長
も
五
反
歩
（
五
ア
ー
ル
）
の
展
業経

営
者
も
五
分
の
資格
を
も
つ
た
立
派
な

社
長
で
あ
る
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
も
つ
ー
 

て
社
会
の
た
め
、こ
の
地
方
の
た
め
に

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

ま
た
飯
詰
地
区
が
他
地
区
よ
り
お
くれ

て
い
る
と
、さ
き
ほ
ど
巾
村
さ
ん
よ
り
 

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
青
森
県
の

農
業
が
他
県
よ
り
お
く
れ
てい
る
こ
と

は
わ
れ
わ
れ
政
治
に
た
す
さ
わ
る
人
お

よ
び
農
業
の
中
軸
を
な
す
農
協
の
役
員

等
に
大
き
な
責
任
が
あ
つ
た
と
痛
感
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

司
会
 
い
ま
市
長
さ
ん
か
ら
十
億
円

の
大
金
i
iの
社
長
も
五
反
歩
の
農
業
経

営
者
も
お
な
じ
だ
と
い
う
ほ
こ
り
を
も

て
と
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
と
お
り
だ
と
お
も
い
ま
す
．
ま
た
、
 

あ
な
た
が
た
に
自
分
の
村
にお
つ
て
も

働
く
仕
事
を
与
え
る
こ
と
が
市
の
政
治

の
ー
つ
だ
と
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
市
政
の
ほ
うに
移
つ
て
い
き
た
い

と
お
も
い
ま
す
。あ
な
た
が
た
が
学
校

を
で
て
か
ら
い
ま
ま
で
に
五
所
川
原
の

市
政
に
何
か
感
じ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
 
 

考
え
た
こ
と
は
あり
ま
す
か
。
 

長
沢
 
さ
い
き
ん町
が
ず
い分
あ
か

る
く
な
つた
こ
と
は
振
興
会
が
発
壁
し

て
き
て
い
る
せい
も
あ
るで
し
よ
（ガ

や
は
り
五
所
川
原
市
自
体
が
のび
で
き

て
い
る
と
お
も
い
ま
す
。
 

司
会
‘
あ
な
た
がた
は
明
年よ
り
選

挙
権
を
も
た
れ
る
わ
け
で
ず
が
、明
年

は
市
長
選
挙
、
参
議
院
議
員
選
挙
が
あ

り
あ
な
た
が
た
は
お
も
き
い
り
自
分
の

考
え
を
行
使
で
きる
。
そ
の
選
挙
に
つ

い
て
な
に
を
お
考
え
で
す
か
。
 

藤
森
 
津
軽
地区
、
と
く
に
こ
の
へ

ん
の
選
挙は
僑

が
大
き
く
、
ひ
と
た

び
選
挙
が
は
じ
ま
る
と
親
同志
で
も
、
 

い
が
み
あ
ろ
状
態
で
す
の
で
解決
で
き

な
い
も
の
だ
ろう
か
。
 

市
長
 
自
分
の
一
票
の行
使
は
他
人
 

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
判

断
で
投
票
す
る
こ
と
で
あ
る
。世
間
で

い
わ
れ
てい
る
派
閥
の
解
消
に
は
市
の

場
合
は
公
平
に
取
扱
う
こ
と
が
第
一
歩

で
あ
る
と
お
も
う
。
 

司
会
 
市
政の
面
か
らみ
て
自
分
の

村
に
こ
う
い
う
も
の
が
ほ
しい
と
か
、
 

こ
う
し
て
貿
い
た
い
と
い
うよ
う
な
要

望
す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

道
路
の
整
備
に

注
意
が
欲
し
い
 

荒
関
 
道
路
を
も
う
す
こ
レよ
く
し

て
も
ら
い
た
い
。
雨
の
と
き
な
P
ほ
悪

路
の
た
め
自
動
車
が
通
る
た
び
に
泥
水

に
は
ね
ら
れ
着
て
い
る
も
の
が
よ
ごさ

れ
て
し
ま
b
．
砂
利
敷
で
もよ
い
か
ら
 
 

皆

、
実
施
し
て
い
た
だ
きた
い
・

市
長
 
あ
な
た
の
方の
道
路
（長
富
 

）
の
舗甚
は
県
道で
す
の
で
あ
と
四

ー
 

五
年
は
か
か
る
．
現
在
国
お
よ
び
県で

は
青
森
、能
代
線
、
弘
前
、
五
所
川
原

織
を
舗装
し
で
い
る
。市
で
は
三
十
七

年
に
下
平井
町
「
交
路
、
一
 
柵
間
を

舗
装
す
るの
で
ひ
きつ
づ
い
て
県
で
は

順
次
舗
装
か
証
一長
ず
る
乏
叱
で
あ
る
。
 

当
市
の
発
展
は
以
北
で
あ
る
こと
を
か

ん
が
え
る
と
さ
、
舗
装
さ
れ
るま
で
の

あ
い
だ
、市
で
は
砂利
敷
を
お
こな
い

道
路
を
よ
く
す
る
。
ま
た
、
こ
と
し
か

ら
は
冬
期間
、
除
雪
し
て
適
路
を
確
保

す
瓦
 

小
野
 
私
も
荒
関
さ
ん
同
様
と
く
に

感
ず
る
こ
と
は
省蕗
で
あ
る
。市
民
の

あ
し
で
あ
る
道
路
は
舗装
ま
で
はい
か

な
く
て
も
砂
利
敷
を
し
て
も
ら
い
た
い

藤
森
 
派
閥
の
解
消
に
は
話
し合
い

が
第
一
で
あ
る
との
こ
と
で
す
が
、話

し
合
い
の場
と
し
て
の
公
民
館
か
、
集

会
所
を
建
て
て
ほ
し
い
。
 

さ
い
き
ん
支
所
か
改
造
して
公
民
館
に

す
る
と
いう
話
し
も
あ
り
ま
し
た
が
そ

の
後
P
ろ
な
つ
て
い
る
の
で
し
よ
う
か

市
長
 
毎年
ニ
力
所
づ
つ
集
会
所
を

作
り
地
域住
民
の
集
会
の
場
に供
し
て

い
る
が
、川
山
の
小
野さ
ん
の
こ
と
に

つ
い
て
は
中
川
支
所
を
来
年に
は
改
造

し
て
公
民
舘
と
し
た
い
。
 

中
村
（
友）
 
飯
詰
地区
は
公
民
舘

は
整
備
さ
れて
い
る
し
、市
道
も
整
備

さ
れ
て
い
る
が
県
道
に
お
い
て
は
改
良

を
望
み
たい
。
 

橘
 
五
所
川
原
市
は
農
村
都
市
と
し

て
誕
生
した
が
、
農
村
に
対
す
る
技
術

の
提
供
等は
な
ん
ら市
と
し
て
や
づ
て

い
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
 

試
験
田
な
ど
●
穀
置
し
て
農
無
が
、が

ん
ば
つ
て
も
指
導
者
不
足
のた
め
お
も

う
よ
う
にい
か
な
い
。そ
れ
で
市
と
し

て
は
農
業指
導
員
を
設
げて
積
極
的
に

推
進
す
る
こと
が
田
園
都
市
砧
展
の
第

一
要
素
で
あ
る
と
お
もう
。
ま
た
共
同

防
除
が
さ
け
ば
れ
、
発
展
し
て
き
た
の

で
共
同
防
除
に
対
す
る
援
助
を
も
つ
と

お
し
す
す
め
て
ほ
し
い
。
 

市
長
 
合
併
俊
、
農
村
振
興
に
は
と

く
に
力
を
い
れ
て
きて
い
る
。な
か
で

も
農
道
の改
良
に
は
毎
年
二八
O
万
円

の
援
助
を
して
い
る
。以
前
、
農
道
は

農
民
の
た
め
の
遭
路で
あ
つ
た
た
め
個
 

A
に
改
良
して
い
た
が
、
農
道
整
備
は

仕
事
の
飽
率
の
向
上
に
役
立
つ
も
の
と

か
ん
が
え補
助
し
て
い
る
。
 

ま
た
農
協
整
備
で
すが
、
赤
字
農
協
に

対
し
て
の
利
子
補
償
、
弱
小
農
協
の
合
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併
に
よ
る
輪
化
に
つ
く
し
て
い
る
。飯

詰
地
区
の
区
画
整
理
に
は
こ
と
し
一
一一

〇
万
円
、
こ
ん
ど
W
（
施さ
れ
る
東
部
地

域
一
一
千
町歩

（
二O
〇
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
 

）
の
区
園
整
理
に
も
真
『
）
O
万
円
援
助

す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
．
 

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
1
の
購
入
につ

い
て
は
市
で
は
援
助
し
て
い
な
い
が
、
 

国
で
長
期
間に
低
利
子
で
返
済
で
き
る

制
度
が
あ
る
の
で
モ
れ
を
奨
励
す
る
。
 

長
内
 
市
で
は
公
民
舘
に
図
書
が
あ

る
が
、
私
た
ち
部
落
に
い
る
も
の
は
距

離
的
に
も
不
便
で
あ
る
。
こ
と
に
隣
村

の
鶴
田
町
部
内
に
は
県
の
移
動
図
雷
舘

が
き
て
お
りま
す
が
、
私
た
ち
に
も
部

落
に
い
て
読
書で
き
る
ょ
う
に
し
て
ほ

し
い
。
 

市
長
 
各
部
落
A看
叩に
図
書
舘を
作

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、五
所

川
原
に
図
書
舘か
作
り
、プ
ツ
ク
モ
ピ
 

ー
ル
で
各
部
落
を
定
期
的
に
巡
回
せ
し

め
る
計
圃
を
現
在
く
んで
お
り
ま
す
。
 

長
内
 
市
で
は
海
外
移
住
に
つ
い
て

ど
っ
い
う
方
針
を
と
つ
て
い
る
か
。
 

市
長
 
海
外
移
住
に
つ
い
て
は
現
在

送
別
の
宴
を
ひ
ら
く
程
度
し
か
お
こ
な

つ
て
い
な
い
が
今
後
は
十
分
検
討
す
る

橘
 
五
所川
原
の
市
税
が
他
市
町
村

に
比
べ
て
高
い
と
聞
か
さ
れ
て
い
る
が

秘
書
企
画
課
長
 
当
市
の
税
金
は
や

す
い
と
は
い
い
な
い
。県
内
で
は
弘前

市
が
一
番高
く
町
で
は
木造
町
が
一番

高
い
。
な
ぜ
高
い
か
は
そ
の
団
体
が
貧

乏
な
た
め
に
住
民
の
税
金
を
高
く
し
な

け
れ
ば
仕事
を
し
て
い
け
な
い
．
 

当
市
の
現
在の
税
率
は
「
干
一
年に
き

め
、
モ
の
後
モ
の
！
害
《
な
の
で
す
が
、
 

み
な
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
‘一
川

原
市
の
経
済
も
レ史
ノ
やく
妥
定
して
来

た
の
で
一
壬
土
］
年
か
ら
誠
税
を
しよ
う

と
計
画
か蓬
め
て
い
ま
す
．
 

財
源
の
豊
かな
団
体
、
県
内
で
は
八
戸
 
 

(
 

市
の
よ
う
に
工
場
の
あ
る
と
こ
ろ
は
住

民
の
税
金
は
や
す
い
が
、
そ
の
他
は
住

民
の
税
金
を高
く
し
な
け
れ
ば
や
つ
て

行
け
な
い
わ
け
で
すが
、
当
市
と
し
て

は
明
年
度
か
ら
は
出
き
る
だけ
減
税
し

て
住
み
良
い
市
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

中
村

（
幸
）
 
五所
川
原
市
は
ゴ
ミ

が
多
く
そ
a
処
理
に
っ
い
て市
血一
の
間

に
不
満
が
あ
る
よ
っ
に
聞
か
さ
れ
て
い

る
が
。
 

秘
書
企
圃
課
長
 
今
年
春
、
新
市
建

設
五
カ
年
計
画
を
た
て
、
今
俊
五
所
川

原
市
で
は
ど
つ
い
う
面
に
力を
入
れ
て

行
か
な
け
れ
は
な
ら
な
い
か加
計
図
し

て
あ
り
ま
す
。
塵
芥
、
し
尿
処
理
に
つ

い
て
は
、
明
年
附
）
（」町
村
と
の組
合
立

で
高
瀬
地
区
に
塵
芥
、
し
尿
処
理
場
を

建
襲
す
る
こ
と
に
な
つ
て
いま
す
。
 

市
畏
 
塵
芥
処
理
に
つい
て
は
旧
五

所
川
原
が
対象
と
な
る
が
、
現
在
の
状

態
で
完
全
処
理
を
打
な
う
に
は
経
費
も

多
く
か
か
る
。
住
民
よ
り
銭を
と
つ
て

処
理
し
て
い
る
団
体
も
あ
る
が
当
市と

し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
 

そ
れ
で
明
年度
、
鳳
芥
、
し
尿
処
理
場

を
建
設
し
て
万
全
を期
し
た
い
．
 

（
市
長
急用
の
た
め退
席
）
 

司
会
 
出
稼ぎ
か
ら
帰
っ
て
き
た
人

達
の
態
度
は
ど
うで
す
か
．
 

藤
森
 
村
で
一
」」
感
命仕
事
を
し
て

い
る
人
は
出
稼
ぎ
に
行
か
な
い
で
霞
に

の
こ
つ
て
い
ま
す
し
、農
業
を
研
究
し
 

て
収
入
も
多
く上
げ
て
いる
。
 

司
会
 
な
ん
と
い
つ
て
も
終
戦
後
こ
れ

ま
で
復
興
した
こ
と
は
日
本
の
農
業
が

健
全
で
あ
ると
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
農

村
が
一
生
懸
命食
糧
増
産
に
男
め
て
き

た
こ
と
が
日本
の
経
済
を
大
‘（フ
、
した

基
盤
で
あ
る
。
で
す
か
b
あ
な
た
が
た

が
農
業
に
従
事
して
行
く
こ
と
は
大
事

な
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
国
を
作
る
基
 
 

航
で
あ
る
．
最
近
あ
な
た
がた
の
村
の

消
費
生
活
が
変
わつ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
こ
と
が
あ
りま
せ
ん
か
。
 

農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
の

設

置
 

長
内
 
五
所
川原
地
万
の
野菜
の
作

付
け
面
積
は
一
削に
充
た
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
興
夏
に
な
ると
野
菜
が
多
く

出
回
わ
り
値
段
は
う
ん
と
下
る
が
、
そ

の
ひ
と
月
前
後
に
は
数
倍
の
高値
と
な

る
そ
れ
は
市
内
よ
り
促
成
お
よ
び
抑
制

も
の
が
全
然
で
な
い
か
ら
で
あ
つ
て
当

然
当
市
で
も
裁
培
で
者
る
ので
あ
る
か

ら
市
の
方
で
技
術
的
な
援
助
を
す
れ
ぱ

い
く
ら
か
で
も
経
減さ
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
 

秘
書
企
画
課
長
 
展
業
《
担農
の
た
め

有
意
義
な
も
の
で
あ
れ
ば
推
進
し
た
い

長
内
 
市
に
】
つ
の
技
術
セ
ン
タ
ー
 

（
ビニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
）
を
作
り
、
そ

こ
よ
り
技
術
を
取得
す
る
よ
う
に
す
れ

ば
非
常
に
効
果
が
あ
る
と
思
フ
。
 

司
会
 
町
の
」」
立伯
と村
の
止
」盾
ふ
比

べ
て
何
か
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ

ん
か
。
 

荒
関
 
日
常
の
も
の
、
と
く
に
食
物

の
物
価
は
町
は
や
す
い
が
村
は
高
い
。
 

長
沢
 
そ
れ
で
も
衣
鍋
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
ち
が
い
がな
い
よ
う
に
思
う

荒
関
 
そ
れ
か
ら
子
供
達
の
遊
び
場

と
し
て
児
童
遊
園
地
ま
で
は
い
か
な
く

て
も
広
い
と
こ
ろ
が
ほ
し
い
。
集
会
所

で
は
農
繁
期
に
季
節
保
育
所
を
開
い
て

い
る
が
子
供
運
に
設
備
を
い
く
ら
か
で

も
与
え
て
ほ
し
い
．
 

長
沢
 
季節
保
育
所は
ど
こ
の
地
区

で
も
開
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、大
変

よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ます
。
 

司
会
 
そ
れ
では
座
談
会
を
こ
の
辺

て
と
じ
た
い
と
思
い
ま
す
．
最
後
に
助

役
さ
ん
に
激
励
の
言
葉
を
お
願
い
しま

す
．
 

助
役
 
私
は
昨
年
五
所
川
原
に
き
て

始
め
て
成
人
式
に
で
て
見
て
非
常
に
感

激
し
ま
し
た
。
私
達
の
こ
ろ
は
成
人
式

が
な
く
徴兵
検
査
が
成
人
と
して
の
門

出
で
あ
つた
．
 

み
な
さ
んは
こ
れ
か
ら大
人
の
社
会
に

仲
間
入
り
す
る
わけ
で
す
が
、学
校
で

学
ん
だ
数
育
が
社
会
に
田
て
か
らは
必

ず
し
も
一
致
す
る
も
ので
は
ない
。
．
 

社
会
は
！
」
護
が
強
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
か
ら
一
生
騒
命
が
ん
ば
つ
一
 
嵐
都

市
、
五
所
川
原
市
を農
し

て
下
さ
る

こ
と
を
お
願
い
いた
し
ま
す
。
最
讐
に

み
な
A
」
んが
ご
健
康
で
ご
活
国
あ
らん

こ
と
を
お
祈
り
しま
す
。
 

司
会
挨
拶
 
み
な
さ
ん
、
お
い
モ
が

報

し
い
と
こ
う
お
集
ま
り願
い
ま
し
P
U
 

善
労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
した
。
あ
り
が

・
・
と
う
ご
ざい
ま
し
た
。
 

I
 
み
な
さ
ん
は
「
干
七
年度
を
も
ちま
し
 

て
満
二
O
才
と
な
り
成人
に
な
りま
す

市
 
e
p
九
o
四
人
の
市
内
成
人
を
代
表
し
 

て
成
人
し
て
こ
れ
か
ら世
の
中
に
で
る
 

心
構
え
と
か
、い
ろ
い
ろ
お
考
え
にな

原
 
つ
て
い
る
こ
と
を
市
長
多
囲
ん
で
お
話
 

し
願
い
た
い
と
思
つ
てこ
の
会
合
を開
 

ー
 
い
た
わ
け
で
あ
りま
す
。
一
言
司会
者
 

J
 
と
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
 

司
会
 
み
な
さ
ん
に
ご
案
内
申
しあ
 

所
げ
て

お
り
ま
す
課
題と
し
て
．「若
い
世

代
の
抱
負
を
語
る
」
と
あ
りま
す
が
、
 

成
人
と
し
て
の抱
負
は
P
ち
で
す
か
。
 

五
 

橘
 
私
は
ま
華
校

に
入
つ
てい
ま

す
の
で
ピ
ン
と
こ
な
い
．
 

長
沢
 
こ
れ
か
ら大
メ
の
仲
間
入
り
 

若
い
世

代
の

抱
負
語

る
薮
会
 

関
心
高
い
農
業
問
題
 

悩
み
の
種出

稼
ぎ

と
人
手

不
足
 

こ
と
し
市
内
で
九
O
四
人
の
若
人
が
、成
人
を
むか
え
社
会
的
に
一
人
前
の
大
人
と
し
て
、
新
し
く
ス
タ
1
ト
い
た
し
ま
し
た
．
市
広
報
で
は
、
こ

の
よ
き
日
を
記
念
し
て
「
着
い世
代
の
抱
負
を
語
る
」
レ妬
し
、
成
人
を
む
か
え
た
各
地
区
の
代
表
十
一
人
（
出
席者
八
人
）
タ
き
る
十
ニ
月
一
干

大
日
、
市
長
塞
に
ま
ね
き座
談
会
を
開
催
、出
席
者
一
同
が
山
内
市
長
を
囲
ん
で
、
市
発
展
の
た
め
の
建
設
的
蔵
見
、
成
人
を
む
か
え
た
抱
負
等
を

語
り
合
い
ま
し
た
。
 

中
村
（
友
）
 
中
学
校を
終
わ
って

そ
の
年
か
ら
僕は
飯
詰
支
所
に
助
め
て

大
人
の
人
と
生
活
し
で
い
る
せ
い
か
、
 

成
入
と
な
つ
ても
別
に
か
わ
らな
い
と

思
い
ま
す
。
 

藤
森
 
私
は贋
業
を
や
つ
て
い
ま
す

が
現
在
の農
業
は
米
作
り
だ
け
に
た
よ

つ
て
い
る
。
最
近
機
械
の
進
歩
に
よ
り

農
業
が
掘
械
ル
ぎ
れ
て
き
て
い
る
が
、
 わ

け
で
あ
りま
す
。
モ
れ
に
つ
い
て
農
ら

だ
と
考
え
ら
れ
る
．
 

、
 

助
役
 
須
 
郷
 
良
 
蔵
 

）
 

一
 
秘
書
企
画
課
長
 
山
 
田
 
秀
 
雄
 

一
 

』・
 
司
喜
 
p
廷
八A己
宜
受
 
或受
身
三
出
 

《
 

中
 
匝

I
 

善
 

司 秘 五 中 長 小藤 中 荒長橘

会曹 m 行才寸内野森村関沢 

央 課 耳り げ丁 幸 鵬 lI色 晃 友 拓 響 ii;: 
公 長 役 長 但り 	 I吊 
民 	 司 昌 憲次 一子子勝 

翼山須山出柳愈 G命蔵食示愈 者 
日］ 郷 内 	2 一 一 巽 

越 	 U」 田 岡 山 昇青 昌 I日 酬I 
後 秀 良 久 I富 ー ー ー ー ー ー ー ー 氏 

三 雄蔵郎 農展農展飯金対五 
良B 	 者業 業業業詰木馬農 	名 

支 高タ1・校 
所 校科生 
動生勤 
務 務 へ 

曹 



ニ
四
〇円
保
険
料
免
除
期間
が
長
く
て
も
、
保
険
 
準

母
子
年
金
、遺
子
年
金
 

口
配偶
者
を
除
く十
五
才
刊
工
 

料
納
付
期
間
が「年
以
上あ
る
方は
、
 

の
●
籍
資
格
期
間
の
短
縮
 

・
】
ョ
ブ1
]g
る
、
，
“

'
 

の
扶
養
親
族
一
人
に
つき
二
四
O
円
大
十
五
オ
か
ら大
十
九
才
ま
で
の
五
年
従
来こ
れ
ら
の
年
金
の支
給
を
うけ
る
 

こ

j
 
」
1
可

ハ
亭
業
専
従
者
 

間
、
特
別
に老
令
年
金
を
文給
す
る
こ
た
め
に
は
最
低」
犀
間
は
保
険
料
を
納
 昼

p
 
〈
粁
 

お
 

以
上
によ
つ
て改
正
に
なり
ま
した

概
裂
を
説
明い
た
しま
し
た
が
、
今
回

の
改
正
に
最
も
注
目
しな
け
れ
ば
な
ら

な
い
とと
は
、申
告
制の
強
化
で
あ
り

ま
す
。従
前
に
お
い
て
も市
条
例
に
お

い
て
、所
得
割
e
申
告
義務
か
課
して

お
り
ま
した
が
、今
回
の改
正
に
あた

り
、
給
与
所
得
者
を除
き
、原
則
と
し

で
、
所
得
控
除
、税
額
控
除
等
の
通
用

は
申
告
を要
件
に
し
て
行
っ
こ
と
とさ

れ
、
申
告
制
度
が
強化
さ
れた
こ
とで

あ
り
ま
す
。申
告
期
限
は」
月
二
十
白

と
地
方
税法
第
四
十
五
条
の二
及
び
第

三
一
七
条
の二
規
定
さ
れ
てお
nま
す

の
で
、税
務
当
局
と
しま
し
て
は
、こ

れ
が
法
の
徹底
を
図
り
、市
民
の
皆
様

方
に
一
人
で
も
多く
理
蟹
dれ
ま
す
よ

う
啓
裁
宣
伝の
た
め
、地
区
座
談
会
を

二
月
上
旬
か
ら開
始
す
る
よう
計
画
を

樹
又
で
お
り
ま
す
。又
里
口期
間
中
は
 

、
 

年
未
満
の
場
合
五〇
O
〇
円
四
年以
」」
せ
ん
で
した
が
、こ
ん
ど
は
最低
一
年
 

七
年
喬
の
場
合
七
o
8
円
、
七
年
間
保
険料
を
納付
し
て
い
れ
ぱこ
れ
ら
 

」
什
民
に広
堤
」
 

以
上
十
年
喬
の

場
合
九
〇8

円
の
の
年
金
要
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 
を
も
う

り
ま
し
た
 

年
金
が
支給
さ
れ
る
の
で
す
．
 

た
。
な
お
こ
の場
合
年
金
額
は
三
年
の
市
民
の
み
なさ
ま
に
、
市
政
に
つ
いて

⑧
準
母
子
年
金
の創
設
 
一
 

受
給
資
格
期
間
が
一
年
に
短
か
く
な
つ
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
知
つ
て
い
た
だ
く

祖
母
が
孫
を饗
つ
てい
た
り
、姉
が
弟
て
も
同
じ
額
で
す
。
 

た
め
に
、市
で
は毎
月
五
所
川
原
市
広

味
を
憐
つ
て
いる
よ
Aノ
な
母
子
世
帯
と
⑥
母
子
、
準
母
子
の
福
祉年
金
は
同一
報
を
発
行
して
お
り
ま
す
。
 

司
臓
な
状
態に
あ
る
準
母
子
世帯
に
対
 
世
帯に
満
二十
五
才
mで
山
の子
供
が
 こ
の
広
報
を
より
一
層
有
意義
に
活
用

し
て
も
年
金
が
支給
さ
れ
る
こ
とに
な
 
い
る
と
支
給
が
と
め
られ
て
お
りま

す
る
た
め
、市
民
各
位
需
政
、
そ
の

り
ま
し
た
o
 

し
た
が
、前
年
に
五
十万
円
以上
の
他
に
つい
て
の
ご
希
望
、この
広
報
に

ま
た
準
母子
年
金
は
つぎ
の
よ
う
な
状
 
所
得
が
あ
る
子
が

い
る
場
合
に
限っ
対
す
る
ご
批は
ん
を
あお
ぎ
た
いと
思

想
に
あ
る祖
母
や
姉
が
母
子
年金
の
受
 
て
支
給
が
星
す

る
こ
と
にな
り
ま

い
ま
し
P
Uを

「
露
の
広
場
」
の

給
資
格
期
間
を満
し
て
い
る
場
合
に
も
 
し
た
。
 

ら
ん
を
設け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

支
給
さ
れま
す
。
 

で
市
役所
秘
．
企
図
課
あてど
し
ど
し

里
見
別

し
た
豊

が
隔
と
生
計を
 
・

、
、
“
，
《
 

ご
寄
稿く
だ
さ
る
こ
事
お
願
s
sた
 

し
ま
す
。
 

な
お
毎
戸
に
配
布
さ
れ
た
広
報
は
、と

じ
て
保
存
し
て
い
た
だ
き
、い
つ
か
の

機
会
にお
役
に
た
てて
い
た
だ
き
たい

ン
愚
つて
お
り
ま
す
．
 

・
 

，
 

胃
申
の場
合
一人
に
つき
四
八
O
円

と
に
な
り
ま
した
，
 

付
（
こ
のう
ち
一
年
半
は免
除
を
う
け
 

，
月
d
が
‘
一
‘ノ
に
一
一
一
m」1
〈、
F
己
に
た
rーョ
し
た
 

‘
r
〈
こα
一
一唯
二
主
月h
‘ノ
‘
ぞ
一‘
 

《
！
 

、
 

白
申
の
場
台
一人
に
つ
き二
四
O
円

保
険
料
の
納
付済
期
間
が
一
年
以上
四
て
ぬ
よ
い
）
して
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

一
 

ー
 

ー
 

同
じ
く
し
て
い
る
と
き
、
 

③
息
子
が
死
亡
して
配
偶
者
の
い
な
い
 

祖
母
が
孫
と生
計
を
同
じく
し
て
い
 

る
と
き
。
 

田
）夫
に
死
別
した
姉
が
弟
妹と
生
計
を
 

   

  

あ
た
な
の
 

、
老
後を
ま
も
る
 

国
民
年
金
 

」11
・
 
党
 
芳
 

一
 
〈
 

ー
 I 

三
 

専
従

者

控

除
 

の
収
入
金
額
と
み
なす
こ
と
に
な
つ
て
 
細響
が
前
伽
中
に
納勢
自
身
ま
 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
障
害
者で
定
で
あ
り
ま
す
か
、
何
包

ご
 

れ
、
か
つ
、
本
業
専
従
者
の
給
与所
得
 
②
医
僚
費
控
除
 

・
 
田
障m暑
控
除
 

D
折
一
 
一
」
フ
さ
て
 

【oり
主
土
・
咽
 

》
」
土
そ
つ
夫
1
見
芙
ニ
フ
、
（」
ハ
”
フ
ら5
夫
審
見
笑い
ニコ
r
5
局
、Jよ
当
亥
 

ー
ーー
‘
ー
ー・
ー‘・
ー
 

た
は
そ
の扶
養
親
族に
つ
い
て
か
か
つ
あ
る扶
狸
親
族
を有
す
る
場
合
は
当
該
 各

地
区に
申
告
相
談
所
を
開
設
す
る予
 

定
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
何
と
ぞ
ご利
用
 

の
支
給開
始
年令
が
、
お
そ
す
ぎ
る
と
準母
子
年
金
の
額は
最
低
一
九
二O
〇

か
、
年
金
を
受
け
る
前
に
死
亡
した
場
円
か
ら最
高
二
五
八
O
O円
ま
で
とな

合
そ
れ
ま
で
納め
た
保
険
料
が
掛
けす
っ
て
お
り
孫
また
は
弟
妹
が
二
人
以
上

て
に
な
ると
か
、ま
た
障
害
年
金
等
を
あ
る
と
き
は
一
一
人
目
か
ら

四
八
〇
0
円

受
け
る
の
に
必
要
な
資
格
期
間
が
長
す
が
加
算
さ
れ
ます
。
 

ぎ
る
と
か
い
つた
批
判
な
り
改
善の
要
圏
死
亡
一
時
金
制
度
の創
設
 

望
な
り
が
よ
せ
られて
お
り
、政
府
は
保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人
が
国民

こ
れ
らの
要
望
に
応
え
て
国
民
年金
法
年
金
か
ら
な
ん
の給
付
も
うけ
る
こ
と

の
一
部を
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
正
さ
れま
が
な
く
死
亡
した
主
●
は
遺
族
に
死
亡
 

し
た
。
 

一
時
金
が
支
給
さ
れる
こ
と
に
な
り
ま
 

m
老
令
年
金の
繰
上
げ
支給

‘
 
し

た
。
こ
の
死
亡
一
時
金
を
う
け
る
こ

老
令
年金
の
支
給が
開
始
さ
れ
る
年
令
と
が
で
き
る
遺
族
は
配
偶
者
、
子
、
父
 

1

老
令
年
金
の
引
上
 

r

げ
 
な
 
ど
改
正
 

‘
●
』
！
ー

【

！
 

号
 

に
ノ
 

!
I
 

第
 ．

地
方
税
制
の
自
主
制
を
輪
化
し
、国
税
 

ー
改
正

の
影
響
が
、
自
動
的
に
住
民
税
に

甲
お
ょ

ば
な
い
よ
う
に
す
ると
と
も
に
、
 

2
  
ー
‘
ー
，
ー

．
 
ー
 

邦
課
税

の
統
一
合
理
化
を
は
か
るた
め
、
 

n
 昨
年
五
月
一
日
に
地力
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
施
行
ざれ
ま
し
た
。
 

今
回
こ
の
改止
に
伴
い
ま
し
て
、
市
民

税
お
よ
び
、県
民
税
の
課税
万
式が
、
 

ど
の
よ
っ
に
変
つた
か
を説
明
もう
し

あ
げ
、市
民
各
位
のご
参
考
に
供
し
、
 

こ
ん
ご
の
協
力
をお
ね
が
い
い
た
した
 

ー
 
い
と思
い
ま
す
。
 

，
 

①
市
民
税
 
従
来ま
で
五
つの
課
税

万
式
が
あ
り
ま
し
て
、
市
町
村は
そ
の

広
実
態

に
即
し
、自
主
的
に
そ
の
ーつ
を

選
択
す
る
こ
と
に
な
つ
てお
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
改
正で
、
所
得
税
の
影柳

市

を
遁
断
で
き
る
よ
うな
、
し
か
も
賃

の
負
担
と
市
町
村
の
財
瓦
の
双
方
に
つ
 

原
 い
て
、で
き
るだ
け
現
状に
変
動を
与

え
な
い
。
第
二
課
税万
式
の本
文
と
、
 

た
だ
し
●
方
式
（
改
正
地
方税
法
第
三

川
一
四

条
の
二
）
の
二
本
立
を採
用
し
、
 

と
れ
を
統
一
す
る
こと
に
改
正
にな
り

ま
し
た
。
 

月
 
「
参
考
」
 

地
万
税
法
第三
一
四
条
の
一
一
 

i
 
「
市町
村
は
、所
得
制
の
納
税
覇務
者
 

‘
・
が
次
の
各
号
の
ー
に
掲
げ
る
も
の
に
該

当
す
る
場
合
にお
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
モ
の

も
の

も
前
年
の
所
得
に
つ
い
て
算
出
し
た
総

旧
 
所
得
金
額
、退
職
所
得
の
金額
ま
た
は
 

2
5
 
山
林
所
得
の
金
額
か
ら控
除
す
る
も
の

明

と
す
る
・た
だ
し市
町
村
は
、財
政
上

ド
特
別

の
必
要
あ
る
場
合
にお
い
て
は
、
 

m
 当
該
市
町
村
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ

郎
」
勃
マ
当

該
総
所
得
金
額
（総
所

昭

得
金
額
甲
に
給
与
所得
が
含
ま
れ
て
い

る
場
合
に
お
いて
は
、当
該
給
与
所
得
 

、
ノ
に
つ
い
て
は
所
得
税法
第
九
条
第
一
項

旧
河

第
一
号
の
規
足
に
よ
つて
計
算
した
金
 

器
勲
割

如
割
所
得
にW
る
収
劃
 

「
鍔
」
鋒
嘉
醸舞
 

蜘

柱
 た
金
欄
に
よ
る
も
の
とす
る
）
退
職
所
 

傷

勲
割
勲
翫
林
所
得
の
金
剰
 

ら
第
大
号
に
規
定
す
る金
額
の
み
を
控
 
 

除
す
る
こ
と
がで
青
る
」
。
 

当
市
に
お
いて
は
従
削
第
二
課
税
方

式
の
た
だ
し井
タ
探
川
い
た
して
お
り

ま
し
た
の
で
、
課
税
方
式
に
つ
い
て
は

影
響
あり
ま
せ
んが
、
所
得
制
の課
税

標
準
と
給
与
所
得の
控
除
引
上
及
び
専

従
者
控
除
の
新般
が
改
正
に
なり
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
に
つい
て
説
明
申
し
あ

げ
ま
す
。
 

一
 
所
得
割
の
課
 

税
標
準
に
つ
い
て
 

所
得
割
につ
い
ては
、
前
年
課
税
主

着
が
と
られ
て
お
り
、所
得
割
の
課
税

標
準
は
、前
年
の所
得
に
つ
いて
算
出

し
た
総
所得
金
額
、退
職
所
得
の金
額

ま
た
は
山林
所
得
の
金
額
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
てお
り
ま
す
。
（
地万
税
法
第

三
一
四
条
の
二
）
 

従
前
ま
で
は
、こ
れ
ら
各所
得
は
合

算
し
て
課
税
標
準
額を
算
出
さ
れ
てお

り
ま
し
た
が
、今
回
の
改
正
に
よ
り
各

所
得
毎
に
分
離
して
課
税
楓
準
額
を
算

出
す
るこ
と
に
な
り
ま
した
。
 

ニ
 
給
与
所
得
の
控

除
引
上
げ
に
つ
い
て
 

こ
れ
は所
得
税
法
第九
条
第
一
項
第

五
号
の
改
正に
基
き
左
記
の
と
お
り
控

除
が
引
上
げ
に
な
りま
し
た
。
 

イ
、
収
入
金
額
が
四十
一
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
、一
万円
と
当
該収

入
金
額
か
ら一
万円
を
控
除
した

金
額
の
十
分
の
二に
相
当
す
る金

額
と
の合
計
額
。
 

ロ
、収
入
金
額
が
四
十
一
万円
を
こ

え
七
十
一
万円
以
下
の
場
合
九万

円
と
当
該
収
人
金額
か
ら
四
十
一

万
円
を
控
除
し
た
金
額
の
十
分
の

一
に
相
当す
る
金額
と
の
合計
額

ハ
、収
入
金
額
が
七十
一
円
を
こ
え

る
場
合
、
十
二
万
円
。
 

以
上
は本
又
方
式
の
控
除
算
出
万
法
で

あ
り
ま
ず
が
、た
た
し書
採
用
の
当市

で
は
四
十
万
円
以下
の
分
に
対
し
て
は

地
方
税
法
第三
一
四
条の
二
のた
だ
し

書
条
項
に
よ
って
百
分の
五
の割
増
給

与
所
得
控
除
があ
り
ま
す
J
 
 

こ
れ
を
具
体
的
に
示
しま
す
と
つ
ぎ
の

よ
う
に
なり
ま
す
。
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翻
濃
隅
誘
翻

畿
鋤
認
駿
溜
比
棚
御
 

〇
 

設
O
 
〇
 

の
新
設
に
つ
い
て
 

納
税
車y
世
帯
を
お
な
じく
す
る
配
 

偶
者
や
、そ
の
他
満
十
五才
以
上
の
親
 

族
が
そ
の
納
響
の

経
営
す
る
小
業
に
 

ま
す
。
 

（琶
兇
暑
一

人
一

五
O
O
円

自
色
用
暑
 
一
人
 
一〇
O
O
円
 

（
地万
税
法
第
三
一
四税
の
七
）
 

た
だ
し専
従
者
控
除
タ
灰ノけ
た
も
の
は

扶
養
控
除
と
二
難
の
控
除
を
っけ
る
こ

と
は
で
きま
せ
ん
。
 

（
地方
税
法
襲
」
一
三
条第
四
項
）
 

③
県
民
税
 
県民
税
は
従前
ま
で
の

配
賦
課税
力
式
を
廃
止
して
、
市
民
税

所
得
割
の
課税
万
式」
お
け
る本
文
方

式
（
地
方
税
法
第
三
一
四
条
の二
）
と

同
様
の
方
式に
改
め
られ
ま
し
た
．
 

所
得
剛
の課
税
標
畠
翻
の
算出に
関

し
ま
し
て
は
、
総
所
得
金
額
、
退
職
所

得
の
金
額
ま
た
は山
林
所
得
の金
額
か

ら
、
地
方
税
法
第
三
一
「
粟
の第
四
項

の
規
定に
よ
る
専
従者
控
除
及び
地
万

税
法
第
三
一四
条
の
二
の
一号
か
ら
大

号
ま
で
の規
定
に
よ
る所
得
控
除
を
な

し
て
算
田
し
た
し
ま
す
。
 

な
お
、所
得
割
か
ら
地方
税
法
第
三

十
七
条
の二
の
規
定
に
よ
る
税
額
控
除

も
あ
り
ます
の
で
、こ
れ
か
ら専
従
者

控
除
、所
得
控
除
及び
税
額
控除
に
つ

い
て
説
明印
し
あ
げ
ま
す
。
 

一
 
専
従
者
控
除
 

専
従
者控
除
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
 

市
民
税
の項
に
お
い
て説
明
いた
し
ま

し
た
が
、県
民
税
に
お
け
る
専
従
者
控

除
は
市
民
税
と
異
り
、
税
額
控
除
で
は

な
く
、所
得
馴
納
税者
の
所
得額
よ
り

控
除
す
る
こ
と
に
な
つて
お
り
、控
除

額
は
左
記
のと
お
り
とな
つ
て
お
り
ま

す
。
 

イ
、
青
色
申
止暑
 
八
〇
〇O
O円

ロ
、白
色
申
告
者
 
五
〇
O
O
〇
円

な
お
、青
色
申
告
を
し
な
い
所
得
割

の
納
税
輪
務
者
が
事業
従
事
者を
有
す

る
と
き
は
、各
事
業専
従
者に
つ
い
て

五
〇
O
OO
円
と
事
業専
従
者
が
従
事

す
る
事
業
に
係
る
不動
産
所
侵

事
業

所
得
ま
た
は
山
林所
得
の金
額
を
事
業

専
従
者
の
数に
一
タ加
え
た
数を
除
し

て
得
だ
金
額
との
う
ち
、い
ず
れ
か
低

い
金
額
を
当
該
綱税
義
務
者
及び
事
業

専
従
者
の
級
．得
金
額
ま
た
は山
林
所

得
金
額
の
計
算
上
控
除
す
る惑

・
 
 お

り
ま
す
。
 

（
地万
税
法
第
三
一」
秦
四項
五
項
）
 

こ
れ
を
具
体
箆
ん
示
しま
す
と
 

J
 円
 
円

匹
 
0
1
 
α
 

×
 

鴛
「
 

」
「
「
 

亭業所得

山林『野1尋 

ニ
 
所
得
控
除
 

m
雑
層
搾
除
 

前
年
中
、
震
災
、
風
水
害
、火
災
等

の
災
害や
盗
難
にあ
つ
て
、
資
産
に
損

害
タ受
け
た
場
合
、そ
の
損
害額
を
一

定
の
条件
に
従
つ
て所
得
か
ら差
し
引

い
て
負
担の
均
衡を
は
か
る
た
め
控
除

す
る
もの
で
あ
りま
す
．
雑
損
の
原
因

は
災
害と
盗
難
で
ずが
、
災
害
は
震
災

風
水
害
等
の
天
災
の
外
、
自
巳
の
意
志

に
よ
らな
い
火
災
や
、そ
の
他
の
人
為

的
な
災
害も
含
ま
れ
横
領
され
た
こ
と

に
よ
る損
失
は
、
こ
れ
が
横儒
し
た
も

の
等
よn】
も
園収
の
見
込
の
な
い
場
合

に
限
り
盗
難に
よ
る
損
失
に
準
じて
扱

わ
れ
ま
す
。た
だ
し詐
欺
ま
た
は
強
迫

に
よ
る損
失
は
こ
の控
除
の
対象
と
な

り
ま
せ
ん
。雑
損
によ
る
損
害額
は
、
 

損
失
を
受
け
た
と
き
の
時
価
で
評
価
し

て
も
よ
い
こ
と
に
なつ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
保
険
金
や損
害
賠債
金
に
よ
つ

て
補
て
んさ
れ
る場
合
に
は
、そ
の
補

て
ん
さ
れ
る金
額
を損
失
額
か
ら
差
し

引
か
ね
ば
な
りま
せ
ん
。
こ
の損
失
額

が
雑
損
の
あ
つた
年
の
総
所
得
金
額
、
 

退
職
所
得金
額
、山
林
所
得
金
額
の
合

計
額
の
一O
9
6を越
え
る
場
合
そ
の
超

過
額
が
所
得
か
ら差
し
引
か
れ
る
わ
け

で
、
損
失
額
の金
額
が
差
し
引け
る
わ

け
で
は
あ
りま
せ
ん
。算
田
を示
す
と

次
の
よ
う
に
なり
ま
す
．
 
 

の
金
額
が
総
所
得
金
額
等
の五
％
を
越

え
る
場合
の
超
過額
が
控除
で
きま
す

最
高
一
五〇
O
〇
O
円
ま
で
で
、そ
れ

以
上
実際
支
出
さ
れて
も
控
除
で
き
ま
 

額
 

除
 

控
 

療
 

医
 

一
一
 

,
 

の
 

分
 

⑧
社
会
保
険
料
控
除
 

前
年
中
に
納
税
者
が
自分
又
は
そ
の

扶
養
親
族が
負
担
す
るこ
と
に
なつ
て

い
る
社
会
保
険
料
を
支
払
つた
り
、ま

た
は
給
与か
ら
差
し
引
か
れ
る
場
合
は

そ
の
支
払
つ
た
り
、ま
た
は
給
与
か
ら

差
し
引
か
れ
た
金
額を
、
そ
の
人
の
所

得
か
ら差
し
引
か
れ
る
こ
と
にな
り
ま

す
。
 

固
生
命
保
険
料
控
除
 

納
税
者や
そ
の親
族
を鵬
最
人
と
す

る
ル」
市
保険
契
約
に
基
い
て
、納
税
額

が
前
年
中
に
支
払
つた
保
険
料
の
あ
る

と
き
は
、
そ
の
支
払
つた
金
額
か
ら契

約
者
配
当金
が
ある
と
きは
そ
の審

を
差
し引
ぎ
、そ
の
残額
か
一
五O
0
 

〇
円
をこ
え
る
額
の
二
分の
ー
の金
額

と
の
合
計額
が
控
除
さ
れま
す
。
 

⑤
扶
養
控
除
 

納
税
義
務
者
に扶
鵬
親族
が
あ
ると

き
は
、そ
の
数
の
区
分
に
よ
つて
一
人

の
場
合
は
七
〇
（×〕
O
円
（
そ
の
納
税

義
務
者
に合
計
所
得
金
額が
五
O
O
(
)
 

O
円
を
こえ
る
配
偶
者
が
あ
る
とき
は

五
O
O
OO
円
）
，扶
務
親
族
が
一
人を

こ
え
る
と
き
は
そ
のこ
え
る
扶
養
親
族

一
人
ご
とに
三
〇O
OO
円
を
一人
の

場
合
の
七（
又×
）O
円
又
は
五
O
O
〇

〇
円
に加
算
し
た
金
額
か
控
除
さ
れ
ま
 

所
得
割
の
納税
義
務
者
が死
亡
した

後
、
婚
姻
を
して
い
な
い
も
の
又
は夫

の
生
死
が
明
らか
で
な
い
者
で
政
令で

足
め
る
も
のの
う
ち
扶
養
親族
を
有
し

か
つ
老
令
者
で
な
い
もの
四
〇
〇
円

囲
動
労
学
生
控
除
 

所
得
割
の
納税
義
務
者
で自
己
の
助

労
に
基
い
で得
た
所
得
以
外の
所
飢
か

金
額
が
九O
〇
〇
O
円
を
こ
え
な
い
者
 

で
あ
るこ
と
、叉
地
方
税
法第
二
九
一一

条
第
一項
第
十
号に
規
定
する
合
計
所

得
が
二
〇
〇〇
〇
O
円
を
こ
え
な
い者
 

四
O
O円

な
お
政府
に
お
い
て
現打
所
得税
と
個

人
の
県
民
税
の課
税
標
準
の相
い
す
る

部
分
に
つい
て
は
、
現
行
制
度
に
よ
る

税
負
担
と
の
調整
を
図
る
ため
次
に
よ

り
税
翻控
除
を行
・
フ“案
と
な
つ
て
お

り
ま
す
。
 

イ
配
偶
者
で
あ
る
扶
豊
親
族
 

除
雪
に
協
力
を
 

市
消
防
木
部
か
ら
 

積
雪
の
た
め
各家
庭
で
は
、露
の
す
て

場
に
大
変
苦
労
し
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。市
消
防
本
部
で
も
ブル
ド
ー
ザ
 

ー
を
運
行
して
道
路
確
保の
た
め
万
全
 

O
ブ
ル
ド
1
ザ
1
で
除
雪さ
れ
た
雪
を

道
路
の中
央
に
ださ
な
い
こ
と
。
 

〇
防
火
水槽
、
消
火
栓
、貯
水
他
、防

火
線
（
堰
）周
辺
に
雪
を
す
て
な
い
こ

と
。
 

2
月
塵
芥

処
理
 

I
日
か
ら
の
日
租
 

新
宮
町1
01
1日
、
錦
町
m
n
1
2日
、
摘

島
町
1
21
3日
、
柏
原
町
1
2B1
4日
、
上

平
井
町
1
31
5日
、
中
平
井町
1
41
6日、
 

下
平
井
町
1
51
7日
、
十
川
町
1
5日
、
敷

島
町
1
61
71
81
9日
、
旭
町
1
81
92
0n日

大
町
1
2
0
n
日
、
寺
町
2
幻
2
3、岩
木

町
3
2
22
4日
、
川
端
町1
22
42
5日
、
 

本
町
3
4
加
2
42
5日
、
布
屋
町
5
あ
日

東
●

4
2
62
7日
、
驚

町
、
鎌
谷
町
 

5
62
72
8日
、
新
町
6
7
2
8日
、
静
 

7
8旦
元
町8
日
、
田
町
9
日
，
栄
町
 

m
日
、
平
和
町
8
9日
、
湊
住
阜
応ロ］
 

地
方
税
法
改

正
に
伴
う
 

市
・
県民
税
課
税
方
式
改
正
 

た
医
療
費は
、
医
療
費控
除
の
対
象に
障
害
者
一
人
に
つけ
て
ま
た
所
得
割
の

な
り
ま
す
。し
か
し
領
収
書
の
ある
も
納
税
義務
者
が
障
害
者
で
ある
場
合
は

の
に
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。医
療
費
の
そ
れぞ
れ
当該
納
税
義務
者
に
つ
い
て

控
除
は
、そ
の
支出
し
た
医
療
費
の金
四
O
O円
 

額
が
控
除
さ
れ
る
わ
けで
な
く
、
医
療
 
②
老
年者
控
除
 

費
と
して
支
出
し
た
金
額
か
ら
、保
険
 
所
得
幽
の
納
税
議
務
者
が太
五
才以
 は

大
十
五
才
か
らと
な
つ
て
い
ま
した

が
大
十
五
オ
で
はお
そ
す
ぎ
ると
い
う

被
保
険
者
に
は
本
人
の
希
望
に
よ
り
大

十
才
か皇
又
給
する
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
しそ
の
場
合
は
大
十
五
才で

う
け
る
額
か
ら
、そ
の
年
令
に
より
割

引
き
さ
れ
ま
す
。
 

②
特
別に
よ
る
老
令
年
金
の支
給
 

母
、
孫
、
祖
父
母ま
た
は
兄
、弟
、
姉

妹
で
死
亡
した
者
と
い
つ
しよ
に
」」
店

し
て
い
た
者
に
か
ぎ
bれ
ま
す
。
 

死
亡
一時
金
の額
は
保
険
料納
付
済
期

間
に
よ
つ
て
ち
が
いま
す
が最
低
五o
 

O
〇
円
か
ら
最
高
五二
只
×
）
円ま
で

と
な
つて
お
り
ま
す
。
 

向
 
障
害
年金
、
母
子
年
金
、
 

課
 

六
カ
月
以
上
専
ら
従
事
した
場
合
は
、
 

所
得
割
から
左
記
の
と
お
り
控
除
さ
れ
 

5
0
 
り
 
ョ

く
 
3
 ロ
 

事業所得 167、 000円 専従者3人 

山林所得 	121、 000円 4' 	2ノ、 

計 	288'000円 	5人 

288'000円＋ G
 み
 
ト
 
 
j
'
 

1
6
 
1
2
 
せ
ん
。
 算出例 

（医療費総額一保険金 

）ー（総所得金額×10 

欄
 

す
。
 

取
 
い
 蛾
 

⑥
基
霞

除
 

得
 
の
 
損
 

所
得
制
の
納
税
義
務
者に
対
し九
o
 

ト
 
価
 
吻
 
雑
 

o
8

円
の
控
除
があ
り
ま
す
・
 

融
喰
 
．

三
 

税
額

控
除
 

『
ー
ト
 
』
 

費
と
して
支
出
した
金
額
か
ら
、保
険
 
所
得
幽の
納
税
義務
者
が太
五
才以
 
司
 
る
 

F
 
金
 
刊
 
隻
 
編
し

て
い
ま
す
が
、
消
防
活
動
を
円
 

薫
 

繰
麟
轄
巷
踊
「麓
」
合
 §
円
国
民
年
金
制

度
に対
して
は
い『
レ
い
わ

l

確
競
鰐
縄
灘
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